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イトーキ、カンディハウスと北海道産材の共同開発を開始 

～北海道発の協業を全国展開、2026 年の製品化へ～ 

 

 

   イトーキ 代表取締役社長 湊 宏司（左）／カンディハウス 代表取締役社長 染谷 哲義（右） 

 

株式会社イトーキ（本社：東京都中央区、代表取締役社長：湊 宏司）は、株式会社カンディハウス（本社： 

北海道旭川市、代表取締役社長：染谷 哲義）と、北海道産材を活用した家具の共同開発を開始しました。 

 

両社は 2024 年より北海道における法人協業を開始。地域材を活用した空間提案を推進し、地域資源の価値を 

最大限に引き出しながら、木の心地よさをオフィスに取り入れています。今後は、全国規模での提案強化とともに、家具

製造過程で生じる北海道産材の端材や未利用材の活用による家具開発を進め、2026 年の製品化およびプロジェクト

受注拡大を目指します。 

 

■協業の背景：出社回帰時代の象徴空間に“地域材×デザイン”で新価値を 

近年、オフィスは人的資本の最大化に寄与する場として再定義されつつあり、イトーキにおいても家具納入にとどまらず、

空間デザインや働き方コンサルティングを通じた付加価値の高いオフィス空間の提供に注力しています。 

出社回帰の動きが加速する中、企業は従業員の帰属意識を高めるシンボリックな空間や、コミュニケーションを促進 

する設計が求められるようになりました。加えて、ESG 経営や地域創生への関心の高まりを背景に、地域資源を活用した

空間づくりにも注目が集まっています。 

 

このような課題に対して、イトーキが培ってきた空間デザイン力や人間工学に基づく製品開発力と、北海道産材を活か

した高いデザイン性と使い心地を誇るカンディハウスの家具づくりを掛け合わせることで、新たな価値を創造していくため、

今回の協業に至りました。特に、北海道産の広葉樹は、美しい木目や温かみのある風合いにより、働く場に安心感と 

誇りをもたらし、企業ブランディングや従業員のウェルビーイング向上にも寄与します。 



 

協業の一例目となったのが、北海道・旭川に本社を置く荒井建設株式会社のオフィス改修プロジェクト。2025 年 4 月

に実施したコミュニケーションスペースの整備です。イトーキが全体の空間デザインや設計、家具計画を行い、カンディハウス

の北海道産材家具で空間の質を高めることで、両社の強みを融合させました。打ち合わせブースやハイテーブル、靴を脱い

で過ごせる小上がりスペース、仮眠が可能なエリアなど、多様なシーンを考慮した空間は、荒井建設株式会社から「企業

バリューの向上につながる」との高い評価を得ています。 

 

 

 

■製品開発に向けた取り組み：2026 年の製品化を目指して共創始動 

昨今、ウッドショックに伴う輸入材価格の高騰や、2024 年度から導入された森林環境税を背景に、国内では地域材 

・国産材の利活用が急速に注目を集めています。こうした中で本取り組みは、カンディハウスの家具製造過程で出る  

北海道産材の端材や、未利用材の活用による新たな製品価値の創出を通じて、「国産材回帰」「サスティナブルな製品 

開発」の流れを実践・加速するものと位置づけています。 

 

2025 年 7 月には、イトーキのデザイナー・開発・営業メンバーが旭川を訪問し、カンディハウスの工場および木材加工 

現場を視察。製造工程の見学や道産材加工の実演、端材活用など環境への配慮、木材の特性や歴史に関する  

レクチャーを受け、複数種類の天板サンプルを前に両社で意見を交わしました。製品開発に向けた重要な一歩となる 

視察となりました。 

 

今後は 2026 年にテーブル/デスクの製品化を目指し、構成部材の一部に端材や未利用材を活用する方向で、技術

的検証と意匠性の調整を進めてまいります。 

 

 
開発ミーティングの様子（写真左）と、天板サンプル検討の様子（写真右） 

  



 

■今後の展望 

北海道内におけるオフィスの新築やリニューアル案件を中心に、ロビーやエントランス、待合スペースといった企業の顔と  

なる空間にカンディハウスの家具を組み込んだ提案をさらに強化します。 

提案の際は、イトーキの札幌ショールームやカンディハウスの直営店を活用し、設計図面や実物家具を通じた立体的 

なプレゼンテーションを実施。導入後の使用イメージをより具体的に描ける提案体験を提供することで、案件化率の向上

を図ります。イトーキとしては、本連携を通じて年間 4～5 件のプロジェクト受注を目指すとともに、カンディハウスにおいても、

2026 年に法人取引比率を 25％（2024 年比＋5pt）、総売上高を 34 億円（同＋10％）へと拡大する計画です。 

また今後は、新たなオフィスアイテムの協同開発をはじめ、全国規模での提案を強化し、さらなる受注拡大を目指します。  

 

■代表コメント 

 

イトーキ 代表取締役社長 湊 宏司 

素材への深いこだわりと優れたデザイン性を持つカンディハウスとの協業により、より質の高いオフィス空間の

提案が可能になりました。地域材の活用を通じたサステナブルな空間づくり、そして働く人々にとって快適で

誇れる職場環境の実現に向けて、引き続き連携を深めてまいります。 

 

カンディハウス 代表取締役社長 染谷 哲義 

良質な北海道材を活かし、自然と調和したものづくりに取り組む当社は、近年需要が高まる“心地よい 

オフィス空間“にふさわしい木製家具をお届けしてまいりました。今回、ワークプレイス事業に高いデザイン力を

発揮されているイトーキとの連携を深めることで、より付加価値の高いオフィス空間の創造に貢献して 

まいります。 

 

■イトーキと旭川のつながり：家具産地との協働と素材研究の蓄積 

旭川は国内有数の家具産地として「旭川家具」のブランドを育んできました。イトーキは北海道の拠点（札幌支店、

道東支店）を軸に、道内の企業・自治体の空間づくりを多数支援しており、旭川エリアのメーカー各社との接点を重ねて 

きました。 

また直近では、イトーキの開放特許「人体収納用構造体及び睡眠用筐体」を広葉樹合板株式会社（北海道旭川

市）がライセンス契約を結び、立ったまま寝る仮眠ボックス「giraffenap（ジラフナップ）」を開発、2025 年７月には  

イトーキからも販売を開始しました。旭川発のプロダクトがワークプレイスのウェルビーイング向上に資する動きも広がって 

います。 

こうした旭川のものづくりとの協働を礎に、本取り組みにおいても地域資源の新たな可能性をオフィス空間に活かし、  

全国へと広がる持続的な価値創造に挑戦してまいります。 

 

※「giraffenap」は広葉樹合板による製品であり、本プレスリリースにおけるイトーキとカンディハウスによる共同開発対象で

はありませんが、地域発のプロダクトとオフィス設計の親和性を示す好例として位置付けています。 

詳しくはこちら：https://www.itoki.jp/company/news/2025/0707_giraffenap/ 

  

https://www.itoki.jp/company/news/2025/0707_giraffenap/


イトーキについて 

株式会社イトーキは 1890 年創業。ミッションステートメントに『明日の「働く」を、デザインする。』を掲げ、オフィス家具の

製造販売、オフィス空間デザイン、働き方コンサルティング、オフィスデータ分析サービスのほか、在宅ワークや家庭学習用家

具、公共施設や物流施設向け機器など、”Tech×Design based on PEOPLE”を強みに、さまざまな「空間」「環境」「場」 

づくりをサポートしています。 

 近年では従業員エンゲージメントを経営の重要指標の一つとし、オフィス環境への投資やインターナルコミュニケーションの

強化、DE&I 推進など人的資本の最大化に取り組んでいます。また、環境に配慮したサステナブルな製品開発や資源 

循環促進なども通して、ビジョンステートメント『人も活き活き、地球も生き生き』する社会の実現を目指しています。 

 

カンディハウスについて 

カンディハウスは 1968 年の創業以来、国内有数の家具産地、北海道・旭川でのものづくりにこだわってきました。国内

外のデザイナーと共に妥協のない製品開発に取り組みながら、北海道の自然と日本の文化に育まれた美意識をデザイン

と も の づ く り に 生か し 、 長 く 愛着 を 持って 使 え る 木製 家 具 に て 、 ラ イフ ＆ ワ ー ク スタ イ ル を 提 案 し てい ま す 。 

全国 7 店舗 、世界 28 カ国・地域に展開。 

家具の製造は、天然資源である森の木を原料に成り立っています。創業当初から大切にしてきた「自然と調和した 

ものづくり」を強く意識し、一本の木を端材や木屑まで使い切ること、間伐材を有効に活用することに取り組んでいます。

ま た輸入材か ら 北海道産材 への 切り 替えを推進することで、 輸送エ ネルギーの 削減にもつながってい ます。 

 

お問い合わせ先  

株式会社イトーキ 株式会社カンディハウス 

 

お問い合わせフォーム：  

https://www.itoki.jp/cs/corporate-form/ （ https://condehouse.co.jp/pages/conta

ct_top ） 

 


